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重点目標   一人一人が輝く教育 ～期待登校・満足下校～  
    

みんなで支えるポートランド日本人学校！感謝！ パートⅡ  

 学校の授業と家庭での宿題、課題で教育が展開されているのが補習

授業校です。担任と保護者は、車の両輪のような関係にあります。 

担任の学習指導と保護者による宿題、課題の点検等の両輪がうまく

回っていないと、乗ってる子供たちは迷走しするやもしれません。 

平成２９年度の教育活動をとおした職員の意見は一様に、 

〇保護者の熱心な協力で、すばらしい１年間であった。 

〇協力的な保護者が多く、宿題などのサポートが素晴らしかった。 

などとありました。まさに、子供たちのためにと、しっかりと汗をかいておられる保護者の姿があります。

両輪一体となって、かけがえのない大事な子どもを乗せて走る「ポートランド日本人学校号」です。 

本年度も担任と保護者が子どものために一緒になって汗をかき、無事に車を走り続けさせたいものです。 

優しい子供たちの姿を見ることができました。外遊び  

 先週は、本年度初めてグランドなどで約５０名程の子供たちが遊びまし

た。暑い中でしたが、安全委員さんたちに見守られながら、伸び伸びと遊

ぶことができました。安全委員の皆様、ありがとうございました。 

体の大きな生徒たちがサッカーをしていると、小学校が「一緒にサッカ

ーをやってもいいですか」と尋ね、「いいよ」の返事で、４対１０のサッ

カーが始まりました。大きな生徒たちは、優しく手加減ならぬ、足加減で

ゴールを守る５，６名の児童にシュートしていました。大きなお兄さんた

ちのシュートが止められた小学生たちは、ジャンプしての喜びようです。

このような光景が、補習授業校ならではの良さなのかなと思います。 

また、花を摘み、小さな花束や首飾りを造る子どももたくさんいて、私にプレゼントしてくれました。心

優しい子供がたくさんいます。素晴らしい昼休みになりました。 

 

 

ポートランド日本人学校だより 

２０１８．５．１２ 

第１８－０５号 

文責 校長 信國 寿敏 

生活場面で確かにする、活用する算数の授業 

 よく見ていただくと、１年生の子どもが書架の棚に手をかけてい

ます。これは、算数「なんばんめ」を学校の生活場面に置き換え、

体験をとおした算数的活動で学んでいる様子です。 

先生は、子供たちに「上から数えて２番目の棚はどこかな」と発

問し、子どもは「上からだから、1 つ目、二つ目と数え、これだ」

と正解の棚に触れます。「上から二つは、どれですか」となると、

また正解は違ってきます。 

教科書などでの学びを、より具体的な身近な生活の場で、学んだ

こと確かめたり活用させたりしています。算数の知識、技能だけで

はない、活用をめざす算数の授業の一例です。 
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◎一年生の作品デビューです。おもしろい「あいうえお」を楽しんでください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎三年生の作文をご紹介します。しっかりとした目標を持ってめざしています。 

「3年生の目ひょう」  三年 ガイモン 岳 

 ぼくは、二年生から三年生になって色々な新しい漢字がもっと習いたいで
す。なぜなら、漢字は三年生になるとすぐ、むずかしくなるからです。 

 ぼくが家でいちばんやりたいなと考えたのは理科です。なぜかと言うとぼくは、

豆電球のことがめちゃくちゃしりたいからです。しゅくだいもむずかしいけどた 

のしいです。 

「三年生になったら」  三年 平井 巴留花  

わたしは、三年生になってピアノをもっとがんばりたいです。この前のはっぴょう会

で、「人形のゆめと目ざめ」を上手にひけてうれしかったので、今年はよりむずかしい曲

にちょうせんします。学校ではいろいろな勉強をがんばりたいです。 

かん字は、まちがえないようにたくさん書き、算数は、むずかしそうなわり算もがん

ばります。たくさんのことにちょうせんし、色んなことを学び、いい一年にしたいです。 

「三年生でちょうせんしたいこと」 三年 佐伯 悠斗 

ぼくが、三年生でちょうせんしたいことは、時計で時間を見て自分で行動することです。ぼくは、まだ時

それぞれのクラスの色合いが出てるような「あいうえお」や自分の頑

張ることをしっかりと持った作文、春をイメージした詩を掲載します。   

前回同様、改行等が原文と異なるものがあります。       

      

校長 信國 寿敏 

。 

目 標 や 目 も 標 や も  

1 ねんせいのみなさん、みんなで、あは、なにがいいかなと、あのつくことばをいろいろ

かんがえたんだね。「あさがおさいたよ あいうえお」は、どうでしょうか。 

みんなでたのしくかんがえるべんきょうができましたね。まいにち、おおきくくちをあ

けていったら、ことばがもっともっとはっきりと、いえるようになるよ。がんばってくだ

さい。「かきくけこ」や「さしすせそ」もつくるのかな。たのしいべんきょうだね。 
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間があんまり分からないので時間をおぼえたいです。 

たとえば、夜ねる時間をきめてお父さやんお母さんに言われる前にねる。言われる

前にべんきょうする時間をきめてべんきょうする。それができたら時間をおぼえるこ

とができます。そして、むだな時間をへらせます。だからぼくは、時間をおぼえたい

です。 

「水えいのじょうたつ」 三年 横山 春輝 

僕は、はじめておよいだ時、分からなくなってもずっとおよぎつづけて、今はもう

スイムチームですいすいおよいでいます。僕のもくひょうは、この一年間のあいだで

上級コースにいくことです。上級コースでは、タイムを上げたいです。 

後は水えいの大会で、一回か、二回かつことです。なぜかというとメダルがもらえ

るからです。後は、長いきょりをおよげるようになりたいからです。がんばりたいで

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎四年生の春をイメージした、子供らしい目線からとらえた詩ばかりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

三年生のみなさん、目ひょうをしっかり持ってがんばっていこうとする気持ちがとっ

てもわかりやすく書かれた作文です。しっかりとした目ひょうやちょうせんしたいこと

などを決め、そのためにどうすればいいかと、よく考えています。 

それぞれの作文で一番いいなと感じたことは、ちょっとがんばればできそうなやり方

を考えていることです。とてもできそうもないやり方では、ながつづきはしませんよ

ね。でも、ちょっとがんばれば、できた喜びや伸びていくうれしさを感じることがで

き、きっとながつづきします。そして、もっとがんばっていこうとする気持ちがわき、

新しい目ひょうができるでしょう。 

目ひょうやちょうせんに、がんばるすばらしい三年生になってください。 

 

四年生のみなさん、長い雨のきせつが終わって、ようやくあたたかな太陽の光を

あびることができるきせつをむかえた、うれしさやよろこびが詩によくあらわれて

います。校長先生の春のイメージは、さくら、なの花、入学式、そよ風、わかば、

やわらかなひざし、緑の山などですね。きせつを見つけるのは、楽しいですね。 
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【学校から】    ～ティシュボックスの寄付のお願い～ 

   学校では、各教室にティシュボックスを用意していますが、学習や学校生活、 

花粉等による消費が多く、不足してきています。そこで、 

◎学校に寄付できるティシュボックスがあれば、お願いします。 

※カフェテリアに寄付用の箱を用意しておきます。 

   ◎それぞれのご家庭で、自分用のポケットティシュの持参をお願いします。 

ご理解とご協力をお願いします。学校事務所への持参も可能です。 

新しいさわやかな風が吹くように、それぞれの先生方が持てる力をしっかりと出し

て、学習や語らい、遊びで伸び伸びと思う存分、園児や児童に関わっていただければ

嬉しいです。どうぞ、よろしくお願いします。 

新しい先生の紹介 

幼稚部 吉田
よし だ

 宣子
のぶ こ

 先生 

幼稚部を担任させてただいております、吉田宣子と申します。出身は、大

阪府と京都府の境にある枚方市です。近くには、枚方パークがあります。ポ

ートランドに２０年住んでおりますが、途中、ネブラスカ州に７年間住んで

いた際、オマハにある日本語補習授業校で教師をしておりました。 

子供達一人一人の思いを大切にし、「日本人学校って楽しい。」と思える

ような、充実した授業を目指していきたいと思っております。どうぞよろし

くお願い致します。 

小学部 １年３組 サムラ― 久美子
く み こ

 先生 

みなさん、こんにちは！いきなりですが問題です。私はどこの出身でしょ

う。ヒント①本屋街が有名です。②カレー店の激戦区です。③神田明神があ

ります。正解は…東京の神田神保町です。2 年に 1 度行われる神田祭では先

頭を切って神輿を担ぐちゃきちゃきの江戸っ子です。 

 私は東京の私立と公立の小学校で 18 年間教師をしていました。また再び

教師として歩めることをとても幸せに思います。今まで培ってきたものに磨

きをかけて、子供たちと共に楽しく学んでいけるよう、精一杯務めさせてい

ただきます。ピッカピカの 1年目！どうぞよろしくお願いいたします。 

 

    小学部 ３年２組 五味
ご み

 由香
ゆ か

 先生     

３年ほどのブランクを経て、また戻ってまいりました。今回は、小学部

３年２組の担任をさせていただくことになりました五味由香と申します。 

私は、日本語の世界と子供たちが大好きです。これまで自分が勉強して

きた日本語の魅力を、一人でも多くの生徒さんに伝え、いつかそれを活か

してくれることが私の夢でもあります。週１回の日本人学校での生活を後

悔することのないよう、皆さんと共に学び合えたらと存じます。どうぞよ

ろしくお願いいたします。 

 


